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蘆
屋
蘆
村
『
ふ
し
ぎ
な
麦
束
』（
一
九
二
四
）
の
成
立
過
程
を
、
さ
き
に
考
証
し

た（
１
）。
近
代
日
本
児
童
文
学
と
ユ
ダ
ヤ
文
学
は
、
意
外
と
複
雑
に
関
係
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
同
様
の
例
は
見
ら
れ
る
か
。
こ
の
度
は
、
蘆
屋
蘆
村
の
「
お
伽
噺
」
を
含
む
、

大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
（
現
、
講
談
社
）『
修
養
全
集
』
第
４
巻
『
寓
話  

道
話  

お
伽

噺
』（
一
九
二
九
）
の
全
体
を
調
査
す
る
。

『
寓
話  

道
話  

お
伽
噺
』
は
、
三
部
構
成
の
詞
華
集
（
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
）
で
、
第
一

部
の
「
寓
話
篇
」
に
95
話
、
第
二
部
「
道
話
篇
」
に
54
話
、
第
三
部
「
お
伽
噺
篇
」

に
18
話
、
計
167
話
を
収
め
る
。

う
ち
119
話
に
は
、
文
末
に
執
筆
者
の
氏
名
を
記
載
す
る
。
担
当
話
数
の
多
い
順
に
、

蘆
谷
蘆
村
（
全
33
話
を
担
当
。
内
訳
は
「
寓
話
篇
」
の
32
話
、「
お
伽
噺
篇
」
の
１

話（
２
））、

新
山
泰
治
（
14
話
。
う
ち
「
寓
話
篇
」
７
話
、「
道
話
篇
」
７
話（
３
））、

加
藤
咄
堂

（
13
話
。
全
て
「
道
話
篇（
４
）」）、
楠
山
正
雄
（
８
話
。
う
ち
「
寓
話
篇
」
７
話
、「
お
伽

噺
篇
」
１
話（
５
））、
中
村
博
道
（
７
話
。
う
ち
「
寓
話
篇
」
２
話
、「
道
話
篇
」
５
話（
６
））、

加
藤
峻
（
５
話
。
う
ち
「
寓
話
篇
」
２
話
、「
道
話
篇
」
３
話（
７
））、

藤
村
一
郎
（
４
話
。

う
ち
「
寓
話
篇
」
１
話
、「
道
話
篇
」
３
話（
８
））、

尾
關
岩
二
（
３
話
と
も
「
寓
話
篇（
９
）」）、

安
藝
愛
山
（
３
話
と
も
「
道
話
篇（
（1
（

」）、
小
川
未
明
（
２
話
と
も
「
お
伽
噺
篇（
（1
（

」）、
菊

池
寛
（
２
話
と
も
「
お
伽
噺
篇（
（1
（

」）、
濱
田
廣
介
（
２
話
と
も
「
お
伽
噺
篇（
（1
（

」）、
赤
松

月
船
、
芥
川
龍
之
介
、
木
村
泰
賢
、
野
邊
地
天
馬
、
松
村
武
雄
（
以
上
５
名
「
寓
話

篇
」
各
１
話（
（1
（

）、
東
胤
徳
、
小
酒
井
不
木
、
高
島
米
峰
、
中
尾
未
承
、
眞
下
醒
客
、
本

山
荻
舟
、
八
波
則
吉
、
山
中
峯
太
郎
（
以
上
８
名
「
道
話
篇
」
各
１
話（
（1
（

）、
秋
庭
俊

彦
、
安
倍
季
雄
、
大
木
雄
三
、
奥
野
庄
太
郎
、
大
原
麟
太
郎
、
甲
斐
靜
也
、
北
村
壽

夫
、
清
見
陸
郎
、
久
米
元
一
、
千
葉
省
三（
（1
（

（
以
上
10
名
「
お
伽
噺
篇
」
各
１
話
）。

そ
の
他
48
話
の
う
ち
、「
寓
話
篇
」
の
19
話
と
「
道
話
篇
」
の
12
話
に
は
文
末
の
括

弧
内
に
出
典
の
み
記
載
（「
百
喩
経
よ
り
」
12
話（
（1
（

、「
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
サ
ル
マ
ン
物
語

よ
り
」
６
話（
（1
（

、「
新
約
聖
書
馬
太
伝
よ
り
」
１
話（
（1
（

、
以
上
「
寓
話
篇
」。
ま
た
「
通
俗

教
育
道
話
よ
り
」
６
話（
（2
（

、「
鳩
翁
道
話
よ
り
」
２
話
、「
続
鳩
翁
道
話
よ
り
」
１
話（
（2
（

、

「
賣
卜
先
生
安
楽
伝
授
よ
り
」「
民
の
繁
栄
よ
り
」「
長
命
に
な
る
伝
授
よ
り
」
各
１

話（
（2
（

、
以
上
「
道
話
篇
」）。

残
る
「
寓
話
篇
」
17
話
の
う
ち
、
７
話
に
は
文
末
の
括
弧
内
に
原
作
者
の
名
前
の

み
記
載
（「
レ
ッ
シ
ン
グ
物
語
よ
り
」
４
話（
（2
（

、「
ソ
ロ
グ
ー
ブ
物
語
よ
り
」
１
話（
（2
（

、「
ク

ロ
イ
ロ
フ
物
語
よ
り
」
１
話（
（2
（

、「
ガ
ッ
テ
ィ
ー
女
史
に
よ
る
」
１
話（
（2
（

、
以
上
「
寓
話

篇
」）。
あ
と
10
話
に
は
執
筆
者
、
原
作
者
、
出
典
を
記
載
し
な
い
（
題
名
『
鵞
鳥
の

自
慢
』『
寸
法
書
』『
牧
童
と
野
山
羊
』『
奴
隷
と
獅
子
』『
二
人
の
旅
人
と
斧
』『
子
供

と
い
ら
草
』『
牝
山
羊
の
髯
』『
子
供
と
蛙
』『
屋
根
に
の
ぼ
っ
た
驢
』『
木
像
を
運
ん

だ
驢
』。
以
上
、
掲
載
順
）。
そ
の
う
ち
１
話
は
ク
ル
イ
ロ
フ
の
創
作（
（2
（

、
１
話
は
漢
籍

の
故
事（
（2
（

、
１
話
は
ロ
ー
マ
古
典
の
奇
談（
（2
（

、
７
話
は
「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
」
に
拠
る
と
思

わ
れ
る
が（
（3
（

、
実
際
の
取
材
源
、
訳
者
お
よ
び
翻
案
者
は
不
明
で
あ
る（
（3
（

。

こ
こ
で
、
第
一
部
「
寓
話
篇
」
冒
頭
の
「
寓
話
に
就つ
い

て
」
と
題
し
た
無
記
名
の
小

文
を
参
照
し
た
い
。
新
字
体
新
仮
名
遣
い
に
改
め
て
、
以
下
に
引
用
す
る
。

	

犬
や
驢ろ
ば

が
、
人
間
と
同
じ
よ
う
に
語
っ
た
り
、
鴉
が
蟹
に
人
間
と
同
じ
よ
う

土
の
器
―
調
査
資
料
―

飯

郷

友

康
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に
話
し
か
け
た
り
す
る
の
が
寓
話
の
世
界
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
仙
人
や
、
魔ま

法ほ
う
つ
か
い

使
が
出
て
来
た
り
、
沼
の
精
や
、
幽
霊
が
出
て
来
た
り
し
て
、
極
め
て
自
然

に
行
動
し
、
又ま
た

語
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
不
思
議
な
世
界
は
、
勿
論
こ
の
世
で
は

永
久
に
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
が
、
寓
話
や
お
伽
噺
の
世
界
に
於お
い

て

は
、
鶏
が
驚
く
べ
き
哲
学
者
で
あ
り
、
蟻
が
敬
服
す
べ
き
勤
労
者
で
あ
り
、
又ま
た

猫
が
物も
の

識し

り
の
大
先
生
で
さ
え
あ
り
得
る
。

	

そ
し
て
、
こ
れ
等ら

の
物も
の

語が
た

り
は
い
ず
れ
も
、
諸
種
の
教
訓
と
か
暗
示
と
か
の

寓
意
を
含
ん
で
、
人
間
の
世
界
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
吾
々
の
純
朴
な
祖
先
達

の
頭
か
ら
、
こ
う
い
う
興
味
あ
る
形
を
と
っ
た
寓
話
が
生
み
出
さ
れ
て
、
処
世

上
の
教
訓
と
し
て
残
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
真
に
面
白
い
こ
と
で
、
老
若
男

女
、
誰た
れ

に
も
面
白
く
、
解わ
か

り
易や
す

く
、
し
か
も
有
益
な
物も
の

語が
た

り
と
し
て
伝
え
ら
れ
、

教
育
上
の
最
も
よ
い
教
訓
の
器
と
し
て
盛さ
か
んに
用
い
ら
れ
て
来
た
の
も
、
決
し
て

偶
然
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
等ら

の
物
語
を
通
し
て
、
自
然
に
生
み
出
さ
れ
る

同
情
同
感
か
ら
、
極
め
て
自
由
に
、
力
あ
る
道
義
性
の
覚
醒
を
促う
な
がし
、
読
者
の

心
に
何
物
か
を
印
象
し
よ
う
と
す
る
の
が
、
本
書
編へ
ん
し
ゅ
う輯の
目
的
で
あ
る
。

	

世
界
に
寓
話
は
極
め
て
多
い
。
就な
か
ん
づ
く中最
も
有
名
な
も
の
と
し
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ

に
生
ま
れ
た
イ
ソ
ッ
プ
の
寓
話
と
、
印い
ん

度ど

の
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
、
及お
よ

び
ヒ
ト

デ
パ
ー
シ
ャ
と
い
う
二
つ
の
寓
話
で
あ
っ
て
、
後
世
の
寓
話
に
は
、
こ
れ
ら
の

も
の
か
ら
材
料
を
と
っ
た
も
の
が
甚
だ
少
く
な
い
。
フ
ェ
ー
ド
ル
ス
、
ア
ヴ
ィ

ア
ヌ
ス
、
ラ
フ
ォ
ン
テ
ー
ヌ
な
ど
は
、
そ
の
例
で
あ
り
、
最
も
独
創
的
の
も
の

と
し
て
は
、
ク
ロ
イ
ロ
フ
、
ソ
ロ
グ
ー
ヴ
等な
ど

が
あ
る
。

	

し
か
し
、
道
徳
観
念
の
如
き
も
、
時
代
と
共
に
常
に
変
遷
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
卓す
ぐ

れ
た
寓
話
と
し
て
古
典
的
価
値
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
直た
だ
ちに

現
代
人
の
採
っ
て
も
っ
て
修
養
の
資
と
す
る
に
縁
遠
い
も
の
は
本
書
に
は
採
ら

な
か
っ
た
。

	

本
書
は
、
以
上
の
寓
話
は
勿
論
、
広
く
世
界
各
国
の
寓
話
中
よ
り
材
料
を
と

り
、
或あ
る
いは

物
語
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
も
の
も
あ
り
、
或あ
る
いは

自
由
に
書
き
改
め

て
殆ほ
と

ん
ど
原
型
を
脱
し
た
も
の
も
あ
り
、
或あ
る
いは

こ
れ
ら
の
寓
話
か
ら
受
け
た
暗

示
に
誘
わ
れ
て
創
作
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
要
は
世
界
各
国
の
代
表
的
な
寓
話

を
、
洩
ら
さ
ぬ
よ
う
と
の
用
意
と
、
現
代
人
に
適
切
な
る
教
訓
を
与
え
る
も
の

を
撰
択
す
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
だ
つ
も
り
で
あ
る
。

以
上
。
も
と
も
と
「
本
書
」
す
な
わ
ち
『
寓
話  

道
話  

お
伽
噺
』
の
総
序
を
意
図

し
た
編
集
主
幹
（
あ
る
い
は
、
主
幹
に
近
い
人
）
の
文
章
で
あ
ろ
う
。
事
実
上
の
主

幹
は
、
執
筆
担
当
の
話
数
か
ら
推
測
す
る
に
、
お
そ
ら
く
蘆
屋
蘆
村
か
。
推
測
の
根

拠
と
し
て
、
本
書
の
第
二
部
「
道
話
篇
」
第
一
話
、
加
藤
咄
堂
『
道
話
の
由
来
』
を
、

以
下
に
引
用
す
る
。
原
文
を
新
字
体
新
仮
名
遣
い
に
改
め
た
。

	

『
道
話
』
と
は
道
の
話
。

	

道
を
話
す
は
古
聖
先
賢
の
仕
事
、
釈
迦
の
説
法
も
、
孔
子
の
教
訓
も
、
基キ
リ

督ス
ト

の
布
教
も
、
ソ
ク
ラ
テ
ー
ス
の
街
頭
演
説
も
、
こ
れ
皆み

な
道
話
で
あ
る
が
、
そ

れ
が
、
年
月
が
経
つ
に
従
っ
て
、
語
も
む
づ
か
し
く
、
理
屈
も
い
ろ
い
ろ
唱
え

出
さ
れ
て
、
専
門
に
研
究
せ
ね
ば
解わ
か

ら
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ど
う

か
し
て
、
こ
れ
を
一
般
の
民
衆
に
解わ
か

ら
せ
よ
う
と
の
工
夫
か
ら
、
昔
の
高
僧
碩

徳
が
、
さ
ま
ざ
ま
の
譬
喩
話
を
用
い
て
説
き
出
さ
れ
た
の
が
、
今
い
う
道
話
の

起
源
で
あ
る
。

	

我
が
国
で
は
、
早
く
平
安
朝
の
末
頃
か
ら
、
仏
教
の
方
に
は
此こ
の

道
話
め
い
た

も
の
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
を
経
て
足
利
時
代
に
入
り
、
法
話
語
録
類
の
中
に
、

其そ

の
教
材
に
供
せ
ら
れ
た
も
の
も
見
出
さ
れ
る
が
、
徳
川
時
代
に
な
っ
て
か
ら

は
、
儒
教
の
方
で
も
此こ
の

通
俗
訓
話
が
あ
り
、
こ
れ
を
更
に
一
般
化
し
て
、
専も
っ
ぱら

通
俗
平
易
を
旨
と
し
て
直
接
大
衆
を
相
手
に
話
し
出
し
た
の
は
石い
し

田だ

梅ば
い

巖が
ん

（
名

は
勘か
ん

平ぺ
い

）
で
、
今
か
ら
ザ
ッ
ト
二
百
年
ほ
ど
前
に
、
丹
波
の
国
の
農
家
に
生う
ま

れ
、

京
都
の
商
家
に
丁で
っ
ち稚

小こ

僧ぞ
う

に
雇
わ
れ
な
が
ら
学
問
を
修
め
、
神
儒
仏
の
三
教
を

一
丸
と
し
、
こ
れ
を
心
の
上
の
道
に
求
め
て
心
学
と
い
う
も
の
を
組
み
立
て
、
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そ
れ
を
通
俗
に
説
き
聴
か
し
た
の
が
初
ま
り
で
、
其そ

の
初
め
て
京
都
に
道
場
を

開
い
て
、

 
『
席せ
き

銭せ
ん

、
入
り
申
さ
ず
候
そ
う
ろ
う

		�



無
縁
に
て
も
お
望
み
の
方
々
に
は
御
遠
慮
な
く
お
通
り
お
聞
き
な
さ
る
べ

く
候
そ
う
ろ
う』

	

と
貼
り
出
し
た
の
は
今
日
で
い
う
傍
聴
無
料
、
聴
講
歓
迎
の
濫
觴
。
此こ
の

梅
巖

の
弟
子
に
手て

島じ
ま

堵と

庵あ
ん

が
あ
り
、
其そ

の
弟
子
の
中
澤
道
二
と
い
う
人
が
、
江
戸
へ

乗
り
出
し
て
、
市
中
の
八
さ
ん
熊
さ
ん
を
相
手
に
、

 

『
な
る
堪
忍
は
誰た

れ
も
す
る
、
な
ら
ぬ
堪
忍
す
る
が
堪
忍
』

	

な
ぞ
と
説
き
出
し
た
の
で
、
頗す
こ
ぶる
民
育
に
功
あ
り
と
し
て
、
時
の
老
中
松ま
つ
だ
い
ら平

越え
っ
ち
ゅ
う
の
か
み

中
守
定さ
だ

信の
ぶ

が
扶
持
を
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
公
儀
の
保
護
は
一
切
受
け
申

さ
ぬ
と
辞
し
、
専も
っ
ぱら

民
衆
相
手
の
奮
闘
、
そ
れ
で
此こ
の

心
学
道
話
と
い
う
も
の
が

ズ
ッ
ト
拡
が
り
、
今
日
、
道
話
と
い
え
ば
直
に
心
学
の
こ
と
と
ま
で
思
わ
る
る

に
至
っ
た
が
、
其そ

の
実じ
つ

、
道
話
と
い
う
の
は
心
学
よ
り
も
モ
ッ
ト
広
い
意
味
を

持
つ
も
の
で
あ
る
。

	

こ
の
道
二
先
生
に
つ
い
て
面
白
い
話
が
あ
る
。

	

何
し
ろ
先
生
が
江
戸
の
真
ん
中
で
道
話
を
は
じ
め
た
時
代
は
徳
川
の
世
盛
り
、

士
農
工
商
の
区
別
厳
然
た
る
時
分
だ
か
ら
、
町
人
の
分
際
を
以
て
聖
賢
の
道
を

説
く
な
ぞ
と
は
以
て
の
外
の
こ
と
と
儒
者
達
は
反
感
を
抱
く
し
、
武
士
階
級
は

テ
ン
か
ら
馬
鹿
に
し
て
か
か
っ
た
の
で
、
備
前
岡
山
の
老
候
池い
け

田だ

一
心し
ん

斎さ
い

が
、

町
人
の
似え

せ
而
非
講
釈
、
何な
に

程ほ
ど

の
こ
と
か
あ
る
、
吾
が
屋
敷
へ
呼
び
出
し
て
試
し

て
み
よ
う
と
、
使
者
を
遣
わ
し
て
、
道
二
の
出
講
を
請
う
た
。

	

当
時
の
備
前
公
の
勢
い
、
道
二
も
辞い
な

み
難
く
、
定
刻
に
出
頭
す
る
と
、

 

『
し
ば
ら
く
お
控
え
下
さ
い
』

	

と
一ひ
と

間ま

へ
通
し
て
、
そ
れ
っ
き
り
二ふ

た
刻と
き

ば
か
り
も
待
た
し
た
。
其そ

の
一ひ

と

刻と
き

は
今
の
二
時
間
だ
か
ら
二ふ

た
刻と
き

と
い
え
ば
四
時
間
、
人
を
呼
び
付
け
て
置
い

て
四
時
間
も
待
た
す
と
は
以
て
の
外
と
思
っ
た
が
、
こ
こ
が
辛
抱
だ
と
道
二
先

生
我
慢
し
て
居
る
と
、

 

『
ど
う
ぞ
此こ
ち
ら方

へ
』

と
の
案
内
に
、
い
よ
い
よ
こ
れ
か
ら
か
と
連
れ
ら
れ
て
通
る
と
、
ま
た
別
の
間

で
、『
暫ざ
ん

時じ

、
お
控
え
下
さ
い
』

	

と
、
こ
こ
で
も
二ふ

た
刻と
き

ば
か
り
待
た
さ
れ
、
さ
す
が
の
道
二
先
生
も
堪
忍
袋

の
緒
が
切
れ
よ
う
と
し
た
が
、

			



な
る
堪
忍
は
誰た

れ
も
す
る
、
な
ら
ぬ
堪
忍
す
る
が
堪
忍

	

と
辛
抱
し
て
居
る
と
、
よ
う
や
く
夕
刻
に
な
っ
て
、

 

『
ど
う
ぞ
此こ
ち
ら方
へ
』

	

と
案
内
せ
ら
れ
て
一
間
に
入
る
と
、
老
候
は
近
臣
相
手
の
酒
宴
最
中
。

 

『
今
日
は
用
事
も
な
い
で
、
只
今
酒
宴
中
じ
ゃ
、
ど
う
だ
一
杯
や
ら
ん
か
。』

	

人
を
待
た
し
て
置
い
て
用
事
が
な
か
っ
た
と
は
以
て
の
外
の
無
礼
と
思
っ
た

が
、
大
名
の
我わ
が

儘ま
ま

と
グ
ッ
ト
癇
癪
を
抑
え
て
、

 

『
そ
れ
が
し
、
生
来
、
御ご

酒し
ゅ

は
不
調
法
で
ご
ざ
る
』

	

と
答
え
る
と
、
一
心
斎
、
威
丈
高
に
、

 

『
ナ
ニ
酒
は
不
調
法
だ
と
、
イ
ヤ
面
白
い
、
嫌
な
も
の
に
飲
ま
す
ほ
ど
愉
快
な

こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ッ
』

	

と
目
く
ば
せ
す
る
と
、
近
侍
の
者
共
、
寄
っ
て
た
か
っ
て
無
理
に
盃
持
た
せ
、

つ
ご
う
と
し
た
か
ら
酒
は
溢
れ
て
道
二
先
生
の
衣
服
に
か
か
る
、
今
ま
で
辛
抱

に
辛
抱
を
重
ね
て
居
た
先
生
も
、
今
は
耐た
ま

り
か
ね
、

 

『
そ
れ
が
し
、
不
肖
な
が
ら
聖
賢
の
道
を
講
ず
る
も
の
で
ご
ざ
る
。
其そ
の

者
を
呼

び
寄
せ
な
が
ら
、
重
ね
重
ね
の
御ご

無む

体た
い

、
か
か
る
御ご

人じ
ん

に
道
話
を
い
た
す
は
無

益
の
こ
と
、
こ
れ
に
て
御
免
蒙こ
う
むる
』

	

と
起た

ち
上
が
る
と
、
か
ね
て
合
図
が
あ
っ
た
と
見
え
て
居
並
ぶ
近
侍
、
奥
女

中
皆み

な
一い
ち

様よ
う

に
手
を
打
っ
て
、
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『
な
る
堪
忍
は
誰た

れ
も
す
る
、
な
ら
ぬ
堪
忍
す
る
が
堪
忍
』

	
と
や
っ
た
か
ら
、
道
二
先
生
ハ
ッ
ト
気
が
つ
く
と
、
顔
を
真
赤
に
し
て
坐
を

正
し
、

 

『
そ
れ
が
し
、
常
に
斯か

く
教
え
な
が
ら
身
未い
ま

だ
行お
こ
なう
能あ
た

わ
ず
、
な
か
な
か
人
の

前
に
て
道
を
説
く
こ
と
の
出
来
る
も
の
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
』

	

と
両
手
を
つ
い
て
平
伏
し
た
の
を
見
て
、
一
心
斎

 

『
突
嗟
の
場
合
に
此こ

の
反
省
あ
る
先
生
こ
そ
、
ま
こ
と
に
道
を
説
く
の
人
。
今

ま
で
の
無
礼
許
し
て
く
れ
よ
』

	

と
、
こ
れ
か
ら
道
を
聴
い
た
と
い
う
。

	

昔
の
道
話
は
実
に
苦
心
し
た
も
の
、
此こ
の

苦
心
が
現
れ
て
、
幕
末
に
至
り
心
学

道
話
は
非
常
な
隆
盛
を
い
た
し
た
の
で
、
今
日
に
遺の
こ

る
道
話
は
大た
い

抵て
い

こ
れ
ら
の

人
々
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

	

明
治
に
な
っ
て
か
ら
は
、
此こ
の

心
学
ば
か
り
で
な
く
、
西
洋
の
学
問
も
取
り
入

れ
ら
れ
て
一
般
民
衆
に
対
す
る
道
話
訓
話
も
、
い
ろ
い
ろ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
話
す
人
も
、
聴
く
人
も
、
身
の
行
い
に
せ
ず
ば
、
如い

何か

に
よ

い
講
義
や
演
説
を
き
い
て
も
、
何
の
役
に
も
立
た
ぬ
。

	

此こ
の

点
に
於
て
、
道
二
先
生
の
逸
話
は
、
其そ
の

儘ま
ま

こ
れ
『
道
の
話
』
で
あ
る
。

			



古
の
道
を
き
い
て
も
習
う
て
も

			



　
　
　

身
の
行
い
に
せ
ず
ば
甲
斐
な
し

	

修
養
に
志
す
者
、
こ
の
心
が
け
な
く
て
は
、
万
巻
を
読
破
し
て
も
、
真
の
修

養
は
出
来
ぬ
。

以
上
。
こ
の
作
品
は
、
明
ら
か
に
「
道
話
篇
」
の
序
を
兼
ね
る
。
そ
し
て
作
者
の

加
藤
咄
堂
は
、
本
篇
最
多
数
の
道
話
を
執
筆
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
三
部
「
お
伽
噺
篇
」
第
一
話
、
小
川
未
明
『
赤
い
蝋
燭
と
人

魚
』
は
、
単
な
る
名
作
に
す
ぎ
ず
、
本
篇
の
序
文
と
し
て
は
用
を
為
さ
な
い
。
ま
た
、

こ
こ
に
収
め
ら
れ
た
小
川
未
明
の
作
品
数
は
、
菊
池
寛
、
濱
田
廣
介
と
並
び
、
２
話

を
超
え
な
い
。
そ
の
他
の
執
筆
者
12
名
も
、
一
人
１
話
の
み
を
担
当
す
る
。
こ
の
12

名
は
、
蘆
屋
蘆
村
と
楠
山
正
雄
を
含
む
。
両
名
の
担
当
話
数
は
、「
寓
話
篇
」
一
位
と

二
位
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
編
集
の
企
図
を
、
以
下
に
推
理
す
る
。

編
者
は
、
寓
話
を
基
礎
と
す
る
「
世
界
文
学
」
の
見
取
図
を
試
作
し
た
ら
し
い
。

「
寓
話
」
と
は
、
仮
想
現
実
（
道
徳
観
念
）
の
表
現
形
式
、
ま
た
人
類
最
古
か
つ
世

界
共
通
の
文
学
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
収
集
を
第
一
と
し
た
。

「
道
話
」
と
は
、
寓
話
（
な
い
し
譬
喩
）
の
亜
種
で
あ
り
、
現
実
処
理
（
道
徳
実

行
）
の
説
明
形
式
と
し
て
近
世
に
発
展
す
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
収
集
を
第
二
と
し
た
。

「
お
伽
噺
」
と
は
、
寓
話
の
形
式
を
用
い
た
近
代
文
学
作
品
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
そ

の
収
集
を
第
三
と
し
た
。

以
上
。
全
体
に
少
々
杜
撰
な
編
集
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
と
も
か
く
近
代
日

本
文
学
界
に
活
躍
し
た
人
た
ち
の
参
画
し
た
事
業
で
あ
る
に
は
違
い
な
い
。
昭
和
最

初
期
の
日
本
に
お
け
る
海
外
文
学
の
受
容
態
度
、
ま
た
比
較
文
学
の
混
雑
状
況
を
再

考
す
る
う
え
で
、
そ
れ
な
り
に
貴
重
な
資
料
で
あ
ろ
う
。
そ
の
一
例
と
し
て
、『
寓
話  

道
話  

お
伽
噺
』
第
一
部
「
寓
話
篇
」
か
ら
、
中
村
博
道
『
黄
金
の
甕
』
を
、
以
下
に

提
出
る
。
原
文
を
新
字
体
新
仮
名
遣
い
に
改
め
、
太
字
強
調
を
加
え
た
。

	

む
か
し
、
あ
る
国
の
王
様
の
王
女
に
、
学
問
を
お
教
え
す
る
大
変
え
ら
い
学

者
が
あ
り
ま
し
た
。

	

学
問
に
秀
で
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
格
も
頗す
こ
ぶる

高
潔
な
立
派
な
人
と
し

て
、
人
々
か
ら
非
常
な
尊
敬
を
集
め
て
居
り
ま
し
た
。

	

然し
か

し
、
天
二
物
を
与
え
ず
で
、
こ
の
人
、
気
の
毒
な
こ
と
に
は
至
っ
て
病
身

で
、
身
体
は
見
る
か
げ
も
な
く
痩
せ
衰
え
、
手
足
も
曲
り
く
ね
っ
た
、
ま
こ
と

に
醜
い
姿
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

	

あ
る
時
、
王
女
が
こ
の
先
生
に
対む
か

っ
て
云い

い
ま
し
た
。

 

『
先
生
、
私
は
以
前
か
ら
い
つ
も
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
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今
そ
れ
を
お
訊
ね
し
て
も
よ
ろ
し
ゅ
う
御ご

座ざ

い
ま
す
か
』

 
『
ど
う
ぞ
、
何
な
り
と
も
。
私
に
わ
か
る
こ
と
な
ら
御お

答こ
た

え
致い
た

し
ま
す
』

 
『
先
生
は
大
変
に
学
問
も
あ
り
、
才
能
も
す
ぐ
れ
、
御
人
格
も
お
立
派
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
に
、
何
故
、
そ
の
よ
う
に
見
苦
し
い
お
身
体
を
し
て
居
ら
れ
る
の
で

ご
ざ
い
ま
す
か
』

	

と
、
王
女
は
大
変
失
礼
な
事
を
問
い
か
け
ま
し
た
。

	

し
か
し
、
先
生
は
そ
れ
に
は
答
え
ず
、
素そ

知し

ら
ぬ
風ふ
う

で
、

 

『
お
姫
様
、
ど
う
ぞ
病
身
な
私
に
一
つ
よ
い
葡
萄
酒
を
戴い
た
だか
せ
て
下
さ
い
ま
せ
』

	

そ
う
申
し
ま
す
の
で
、
王
女
は
す
ぐ
侍
女
に
命
じ
て
、
葡
萄
酒
を
取と
り

寄よ

せ
て
、

先
生
に
飲
ま
せ
ま
し
た
。

 

『
お
お
、
こ
れ
は
大
変
に
結
構
な
お
酒
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
良
い

お
酒
は
、
一
体
、
ど
の
よ
う
な
甕
に
貯
え
て
お
ら
れ
ま
す
る
か
』

	

先
生
の
問
い
に
対
し
、
王
女
は
、

 

『
別
に
甕
と
い
っ
て
、
た
だ
土
で
造
っ
た
甕
に
容
れ
て
あ
り
ま
す
』

	

と
、
即
座
に
答
え
ま
し
た
。

	

す
る
と
、
先
生
は
怪
訝
そ
う
な
面
持
ち
で
、

 

『
そ
れ
は
飛
ん
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
な
結
構
な
御お

酒さ
け

を
土
の
甕
な
ん
ぞ
に
容

れ
て
お
く
は
、
勿も
っ

体た
い

な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
銀
な
り
又ま
た

金
な
り
で
こ
し
ら

え
た
甕
に
お
取と
り

換か

え
な
さ
る
が
よ
ろ
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
』

	

と
云
う
の
で
、
王
女
も
成な
る

程ほ
ど

そ
う
だ
と
、
早
速
、
取と
り

換か

え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

	

そ
れ
か
ら
数
日
経た

ち
ま
し
た
。
学
者
は
い
つ
も
の
通
り
、
王
女
の
お
稽
古
を

終
え
る
と
、

 

『
ど
う
か
葡
萄
酒
を
一
杯
い
た
だ
き
と
う
ご
ざ
い
ま
す
』

	

と
云
っ
て
、
葡
萄
酒
を
所
望
し
、
出
さ
れ
た
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
じ
っ
と
考

え
て
お
り
ま
し
た
が
、

 

『
い
や
、
こ
れ
は
い
け
な
い
。
非
常
に
い
や
な
匂
い
が
い
た
し
ま
す
。
一
体
、

こ
れ
は
ど
う
な
さ
れ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
』

	

と
訊
ね
る
の
で
、
王
女
も
変
に
思
い
、

 

『
先
生
が
、
黄お
う

金ご
ん

の
甕
に
容
れ
よ
と
仰お
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
、
早
速
入
れ
か
え
た
の

で
す
が
…
…
』

	

と
、
云い

う
の
を
聞
い
て
、
先
生
は
ハ
タ
と
手
を
拍う

っ
て
、

 

『
は
は
ア
、
そ
れ
で
解わ
か

り
ま
し
た
。
酒
は
や
は
り
土
の
甕
で
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ぬ
。
黄
金
の
甕
に
容
れ
た
た
め
に
、
こ
の
通
り
味
が
わ
る
く
な
っ
た
の
で
御ご

座ざ

い
ま
す
よ
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
私
も
こ
の
よ
う
に
身
体
が
見
苦
し
か
っ

た
れ
ば
こ
そ
、
学
問
も
修
め
ら
れ
、
道
徳
も
積
ま
れ
た
の
で
御ご

座ざ

い
ま
す
。
こ

れ
が
黄
金
の
甕
の
様よ
う

で
あ
っ
た
ら
、
き
っ
と
虚
栄
に
囚と
ら

え
ら
れ
て
、
今
頃
は
惨

め
な
境
遇
に
い
た
に
違
い
御ご

座ざ

い
ま
せ
ぬ
。
王
女
様
、
こ
れ
が
、
こ
の
前
の
御お

訊た
ず

ね
に
対
す
る
私
の
お
答
え
で
御ご

座ざ

い
ま
す
』

	

そ
う
云い

っ
て
、
し
ず
か
に
笑
い
ま
し
た
。

以
上
。
中
村
博
道
は
、
こ
れ
の
他
に
「
寓
話
篇
」
１
話
、「
道
話
篇
」
５
話
の
執
筆

を
担
当
し
た
。
こ
の
話
数
は
、『
寓
話  

道
話  

お
伽
噺
』
全
篇
で
楠
山
正
雄
に
次
ぐ
五

位
、「
道
話
篇
」
で
安
藝
愛
山
（
喜
代
香
）
に
次
ぐ
三
位
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
の

編
纂
に
割
と
深
く
関
わ
っ
た
人
、
ま
た
、
も
と
も
と
寓
話
よ
り
も
道
話
を
得
意
と
し

た
人
ら
し
い
。
が
、
経
歴
は
一
切
不
明
で
あ
る
。
講
談
社
内
の
（
資
料
書
庫
、
著
作

権
台
帳
を
含
む
）
検
索
機
関
に
も
情
報
は
見
当
た
ら
な
い
と
い
う（
（3
（

。
日
本
文
学
史
上
、

無
名
に
等
し
い
作
家
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
作
品
は
、
比
較
文
学
上
、
な

か
な
か
面
白
い
問
題
を
提
起
す
る
。

中
村
博
道
『
黄
金
の
甕
』
は
、
ひ
と
つ
の
ユ
ダ
ヤ
説
話
と
、
細
部
に
お
い
て
奇
妙

な
一
致
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

近
代
イ
ス
ラ
エ
ル
文
学
を
代
表
す
る
詩
人
ハ
イ
ム
・
ナ
ハ
マ
ン
・
ビ
ア
リ
ク
（
一

八
七
三

－

一
九
三
四
）
と
名
編
集
者
ヨ
シ
ュ
ア
・
ハ
ナ
・
ラ
ブ
ニ
ツ
キ
ー
（
一
八
五
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九

－

一
九
四
四
）
の
共
著
『
説
セ
フ
ェ
ル
・
ハ
ア
ガ
ダ
ー

話
書
』（
一
九
〇
三
年
初
版
）
全
六
部
の
う
ち
第

二
部
、
第
11
章
「
賢
者
の
故
事
」
106
番
を
、
以
下
に
引
用
す
る
。
原
作
の
ヘ
ブ
ラ
イ

語
文
を
日
本
語
に
変
換
し
、
太
字
強
調
を
加
え
た（
（3
（

。

あ
る
と
き
、
帝
の
娘
が
ハ
ナ
ニ
ヤ
の
子
ヨ
シ
ュ
ア
先
生
に
言
っ
た
、

 

「
さ
て
も
醜
い
器
に
麗
し
い
知
恵
よ
の
う
」。

 

「
父
君
は
何
に
酒
を
貯
め
て
お
ら
れ
る
か
」。

 

「
土
の
器
じ
ゃ
」。

 

「
世
間
で
は
土
の
器
で
す
が
、
皆
様
も
土
の
器
と
は
」。

 

「
で
は
何
に
貯
め
る
」。

 

「
皆
様
の
よ
う
に
高
貴
な
方
々
は
、
金
銀
の
器
に
貯
め
な
さ
い
ま
せ
」。

姫
は
父
君
に
言
い
つ
け
て
、
酒
を
金
銀
の
器
に
貯
め
た
と
こ
ろ
が
、
酒
は
饐
え
た
。

帝
は
姫
に
言
っ
た
、「
か
よ
う
な
こ
と
を
誰
が
申
し
た
」。

 

「
ハ
ナ
ニ
ヤ
の
子
ヨ
シ
ュ
ア
先
生
で
す
」。

帝
は
先
生
を
呼
び
つ
け
て
言
っ
た
、「
何
故
か
よ
う
な
こ
と
を
申
し
た
」。

 

「
姫
様
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
申
し
上
げ
ま
し
た
」。

―
美
男
の
賢
者
も
い
る
ぞ
。

―
醜
男
な
ら
ば
、
も
っ
と
賢
か
っ
た
ろ
う
。

�

（「
タ
ア
ニ
ー
ト
」
七
、「
ネ
ダ
リ
ー
ム
」
五
〇
）

以
上
。
文
末
括
弧
内
は
、
説
話
の
出
典
と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
口
伝
教
学
大
全
『
バ
ビ

ロ
ニ
ア
・
タ
ル
ム
ー
ド
』「
苦タ
ア
ニ
ー
ト行篇

」、
同
「
誓ネ
ダ
リ
ー
ム願篇

」
の
参
照
を
指
示
す
る（
（3
（

。

中
村
博
道
は
、
は
た
し
て
実
際
に
ユ
ダ
ヤ
説
話
を
参
照
し
た
か
、
そ
れ
と
も
同
趣

の
話
を
伝
聞
し
た
か
、
あ
る
い
は
独
自
に
発
想
し
た
か
。

理
論
上
、
い
ず
れ
の
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
成
立
過
程
を
説
明
し
得
る
証
拠

は
存
在
し
な
い
。
そ
の
場
合
の
研
究
方
法
は
、
作
品
構
造
を
観
察
す
る
他
な
い
。

こ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
の
基
本
事
実
を
、
こ
こ
ま
で
に
列
挙
し
た
。
作
品
構
造

の
比
較
と
観
察
を
、
次
の
課
題
と
す
る
。

注

（
1
）		

飯
郷
友
康
「
ソ
ロ
モ
ン
の
偽
装  

前
篇
・
知
見
」『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所

年
報
』
14
・
15
、
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
八
月
、
同
「
ソ
ロ

モ
ン
の
偽
装  

後
篇
・
裁
断
」『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
17
、
立
教
大

学
日
本
学
研
究
所
、
二
〇
一
八
年
七
月
。

（
2
）		

蘆
谷
蘆
村
［
生
没
年
、
一
八
八
六

－

一
九
四
六
］、『
捕
鳥
者
と
鶉
』『
石
こ
ろ

の
お
話
』『
国
に
帰
っ
た
商
人
』『
獅
子
と
鼠
』『
狐
と
烏
』『
獅
子
と
狐
と
驢
』

『
獅
子
の
教
育
』『
野
放
し
の
馬
』『
吝
ん
坊
』『
石
と
雨
』『
小
石
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
』『
野
菜
作
り
と
学
者
』『
狼
と
小
羊
』『
鷲
と
鴉
』『
雲
雀
と
百
姓
』『
鷲
と
土

鼠
』『
騾
と
盗
賊
』『
馬
と
騎
手
』『
獅
子
と
狼
と
狐
』『
悪
犬
』『
兎
と
葡
萄
の

蔓
』『
乳
搾
り
の
娘
』『
象
』『
猿
の
庭
番
』『
親
猫
と
仔
猫
』『
王
様
と
医
者
』『
四

人
の
妻
』『
驢
と
騾
』『
病
気
の
獅
子
』『
狐
と
茨
』『
気
短
か
な
男
』『
二
つ
の

袋
』（
以
上
「
寓
話
篇
」）『
ふ
し
ぎ
な
麦
束
』（「
お
伽
噺
篇
」）。

（
3
）		

新
山
泰
治
［
未
詳
］『
凧
』『
や
ど
か
り
蟹
』『
た
っ
た
一
日
の
違
い
』『
昇
天

し
た
水
』『
立
場
立
場
の
見
方
』『
臭
い
も
の
身
知
ら
ず
』『
蛸
の
求
婚
』（
以
上

「
寓
話
篇
」）『
父
の
悔
悟
』『
ど
う
し
て
富
を
得
た
か
』『
天
使
の
手
』『
宝
生
弥

五
郎
血
塗
の
面
』『
姥
捨
山
』『
人
形
の
聴
衆
』『
恩
を
知
ら
ぬ
鰐
』（
以
上
「
道

話
篇
」）。

（
4
）		

加
藤
咄
堂
［
一
八
七
〇

－

一
九
四
九
］『
道
話
の
由
来
』『
道
と
は
何
じ
ゃ
』

『
毒
薬
変
じ
て
良
薬
と
な
る
（
道
二
翁
道
話
よ
り
）』『
悪
人
仏
性
』『
鹿
に
聞
か

れ
る
』『
鴨
居
と
閾
（
続
鳩
翁
道
話
よ
り
）』『
も
の
の
用
い
方
（
民
の
繁
栄
よ

り
）』『
悪
者
ぞ
ろ
い
』『
稀
代
の
禁
厭
』『
物
は
考
え
よ
う
』『
堪
忍
袋
売
捌
所
』

『
一
番
大
事
な
宝
物
』『
猟
師
の
時
計
』（
以
上
「
道
話
篇
」）。

（
5
）		
楠
山
正
雄
［
一
八
八
四

－

一
九
五
〇
］『
百
姓
と
林
檎
の
木
』『
水
車
屋
の
父

子
と
驢
馬
』『
蟻
と
キ
リ
ギ
リ
ス
』『
喧
嘩
は
損
』『
北
風
と
太
陽
』『
百
姓
と
息

子
』『
旅
人
と
篠
懸
樹
』（
以
上
「
寓
話
篇
」）『
イ
ワ
ン
の
馬
鹿
（
ト
ル
ス
ト
イ
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原
著
）』（「
お
伽
噺
篇
」）。

（
6
）		
中
村
博
道
［
未
詳
］『
黄
金
の
甕
』『
信
と
不
信
』（
以
上
「
寓
話
篇
」）『
二
人

の
商
人
』『
珍
裁
判
』『
豆
腐
問
答
』『
駱
駝
の
首
』『
と
も
し
び
』（
以
上
「
道
話

篇
」）。

（
7
）		

加
藤
峻
［
未
詳
］『
河
と
小
石
』『
角
力
の
一
手
』（
以
上
「
寓
話
篇
」）『
幽
王

と
小
野
小
町
』『
鰐
と
猿
』『
御
礼
の
先
取
り
』（
以
上
「
道
話
篇
」）。

（
8
）		

藤
村
一
郎
［
未
詳
］『
提
灯
』（「
寓
話
篇
」）『
晴
着
（
菘
翁
道
話
よ
り
）』『
お

守
役
』『
孝
行
嫁
』（
以
上
「
道
話
篇
」）。

（
9
）		

尾
關
岩
二
［
一
八
九
六

－

一
九
八
〇
］『
あ
う
む
の
歌
』『
火
食
鳥
と
家
鴨
』

『
こ
お
ろ
ぎ
と
お
け
ら
』（
以
上
「
寓
話
篇
」）。

（
10
）		

安
藝
愛
山
［
喜
代
香
。
一
八
五
七

－

一
九
二
一
］『
婁
師
徳
の
教
』『
盲
人
の

象
探
り
』『
手
足
問
答
』（
以
上
「
道
話
篇
」）。
た
だ
し
後
注
20
を
見
よ
。

（
11
）		

小
川
未
明
［
一
八
八
二

－

一
九
六
一
］『
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
』『
天
下
一
品
』

（
以
上
「
お
伽
噺
篇
」）。

（
12
）		

菊
池
寛
［
一
八
八
八

－

一
九
四
八
］『
三
人
兄
弟
』『
八
太
郎
の
鷲
』（
以
上

「
お
伽
噺
篇
」）。

（
13
）		

濱
田
廣
介
［
一
八
九
三

－

一
九
七
三
］『
光
の
星
』『
三
日
目
の
椎
の
実
』（
以

上
「
お
伽
噺
篇
」）。

（
14
）		

赤
松
月
船
［
一
八
九
七

－
一
九
九
七
］『
流
る
る
大
木
』、
芥
川
龍
之
介
［
一

八
九
二

－

一
九
二
七
］『
蛙
』、
木
村
泰
賢
［
一
八
八
一

－

一
九
三
〇
］『
門
番
物

語
』、
野
邊
地
天
馬
［
一
八
八
五

－

一
九
六
五
］『
公
爵
の
白
兎
』、
松
村
武
雄

［
一
八
八
三

－
一
九
六
九
］『
友
達
の
力
』（
以
上
「
寓
話
篇
」）。

（
15
）		

東
胤
徳
［
未
詳
］『
不
思
議
な
広
告
』、
小
酒
井
不
木
［
一
八
九
〇

－

一
九
二

九
］『
餅
二
題
』、
高
島
米
峰
［
一
八
七
五

－

一
九
四
九
］『
金
が
溜
っ
た
ら
（
百

喩
経
よ
り
）』、
中
尾
未
承
［
未
詳
］『
山
上
の
人
』、
眞
下
醒
客
［
未
詳
］『
幽
霊

と
炒
豆
（
あ
る
仏
話
集
よ
り
）』、
本
山
荻
舟
［
一
八
八
一

－

一
九
五
八
］『
二
子

得
失
（
遠
羅
天
釜
よ
り
）』、
八
波
則
吉
［
一
八
七
五

－

一
九
五
三
］『
鯉
の
教

訓
』、
山
中
峯
太
郎
［
一
八
八
五

－

一
九
六
六
］『
心
の
関
守
（
鳩
翁
道
話
よ
り
）』

（
以
上
「
道
話
篇
」）。

（
16
）		

秋
庭
俊
彦
［
一
八
八
五

－

一
九
六
五
］『
豆
の
花
』、
安
倍
季
雄
［
一
八
八
〇

－
一
九
六
二
］『
お
母
さ
ん
の
写
真
』、
大
木
雄
三
［
一
八
九
五

－

一
九
六
三
］『
旅

の
蛍
』、
奥
野
庄
太
郎
［
一
八
八
六

－

一
九
六
七
］『
親
兎
と
子
兎
』、
大
原
麟
太

郎
［
未
詳
］『
王
様
の
試
験
』、
甲
斐
靜
也
［
未
詳
］『
蟹
満
寺
』、
北
村
壽
夫
［
一

八
九
五

－

一
九
八
二
］『
狼
と
小
羊
』、
清
見
陸
郎
［
一
八
九
六

－

？
］『
不
思
議

な
練
薬
』、
久
米
元
一
［
一
九
〇
二

－

一
九
七
九
］『
二
人
巡
礼
』、
千
葉
省
三

［
一
八
九
二

－

一
九
七
五
］『
盲
人
と
小
犬
』（
以
上
「
お
伽
噺
篇
」）。

（
17
）		

題
名
『
樹
を
切
っ
て
美
果
を
求
む
』『
人
身
御
供
』『
美
味
し
い
胡
麻
』『
麦
畑

と
息
子
』『
弱
者
の
同
盟
』『
夫
婦
鳩
』『
王
女
の
成
長
』『
肉
を
切
り
取
ら
れ
た

男
』『
医
者
の
薬
』『
米
を
盗
み
食
い
し
た
男
』『
言
葉
と
実
際
』『
瓶
を
造
る
を

見
る
』。
以
上
の
出
典
「
百
喩
経
」
は
、
漢
訳
仏
典
『
百
句
譬
喩
経
』
の
異
名
。

（
18
）		

題
名
『
鶴
と
蝦
』『
盲
目
の
旅
人
』『
植
木
屋
と
熊
』『
青
い
山
犬
』『
坊
さ
ん

と
鷹
と
鴉
』『
鹿
と
獅
子
』。
以
上
の
出
典
「
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
サ
ル
マ
ン
物
語
」

は
、
古
代
イ
ン
ド
説
話
集
『
パ
ン
チ
ャ
タ
ン
ト
ラ
』
の
異
名
。

（
19
）		

題
名
『
葡
萄
園
の
労
働
者
』。
出
典
「
新
約
聖
書
馬
太
伝
」
は
、
新
約
聖
書

『
マ
タ
イ
伝
福
音
書
』
の
略
称
。

（
20
）		

『
命
の
値
』『
一
杯
の
水
』『
家
光
公
の
体
験
』『
日
輝
上
人
の
慈
悲
』『
天
狗
の

馬
』『
仮
名
違
い
』。
出
典
『
通
俗
教
育
道
話
』
の
著
者
、
安
芸
喜
代
香
は
、
安
藝

愛
山
の
本
名
。
ゆ
え
に
、
彼
の
担
当
話
数
は
、
事
実
上
、「
道
話
篇
」
の
９
話
。

（
21
）		
『
芝
居
』『
摑
ん
だ
金
平
糖
』『
縄
か
ら
げ
の
駕
篭
』。
以
上
、
原
作
者
は
江
戸

期
の
心
学
者
、
柴
田
鳩
翁
［
一
七
八
三

－

一
八
三
九
］。

（
22
）		

『
堪
忍
六
助
』『
蟻
の
教
訓
』『
朝
起
大
菩
薩
』。
以
上
、
原
作
者
は
江
戸
期
の

心
学
者
、
脇
坂
義
堂
［
？

－

一
八
一
八
］。
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（
23
）		
『
ユ
ピ
テ
ル
と
馬
』『
獣
の
会
議
』『
ヘ
ル
キ
ュ
リ
ー
ズ
』『
小
人
の
贈
物
』。
原

作
ゴ
ッ
ト
ホ
ル
ト
・
エ
フ
ラ
イ
ム
・
レ
ッ
シ
ン
グ
［
一
七
二
九

－

一
七
八
一
］

『
寓
話
集
』（
一
七
五
九
年
刊
行
）
よ
り
。

（
24
）		

『
木
の
葉
の
独
立
』。
原
作
フ
ョ
ー
ド
ル
・
ソ
ロ
グ
ー
プ
［
一
八
六
三

－

一
九

二
七
］『
芳
名
』（
一
九
一
五
）
よ
り
。

（
25
）		

『
狼
と
猫
』。
原
作
イ
ヴ
ァ
ン
・
ア
ン
ド
レ
ー
ヴ
ィ
チ
・
ク
ル
イ
ロ
フ
［
一
七

六
九

－

一
八
四
四
］『
寓
話
集
』
八
19
（
一
八
四
三
）。
内
海
周
平
訳
『
完
訳
ク

ル
イ
ロ
フ
寓
話
集
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
三
年
、
二
六
八
頁
）
参
照
。

（
26
）		

『
警
め
の
火
』。
原
作
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
ガ
ッ
テ
ィ［
一
八
〇
九

－
一
八
七
三
］

『
自
然
寓
話
集
（
原
題Parables from

 N
ature

）』
よ
り
「
真
理
の
火
（“T

he 
L

ight of Truth”

）」（
一
八
五
九
）。
ガ
ッ
テ
ィ
に
つ
い
て
は
、
松
田
美
作
子

「M
argaret G

atty, Parables from
 N

ature
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
期
エ
ン
ブ
レ
ム

の
復
興
―“A L

esson of Faith”

を
中
心
に
」（『
英
文
学
専
攻
紀
要
』
40
、
成

城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
、
四
〇
七

－

四
二
三
頁
）
に
教
え

ら
れ
た
。

（
27
）		

『
鵞
鳥
の
自
慢
』。
原
作
ク
ル
イ
ロ
フ
『
寓
話
集
』
三
19
「
鵞
鳥
た
ち
」（
前
注

25
、
内
海
訳
、
一
〇
八
頁
参
照
）。

（
28
）		

『
寸
法
書
』。
原
作
『
韓
非
子
』「
外
儲
説
左
上
」
よ
り
忘
㆑
持
㆑
度
の
故
事
。
諸

橋
轍
次
『
中
国
古
典
名
言
事
典
』（
講
談
社
文
庫
、
一
九
七
九
年
）
参
照
。

（
29
）		

『
奴
隷
と
獅
子
』。
原
作
ア
ウ
ル
ス
・
ゲ
リ
ウ
ス
［
一
二
五
頃

－

一
八
〇
頃
］

『
ア
ッ
テ
ィ
カ
夜
話
』
五
14
。
大
西
英
文
訳
『
ア
ッ
テ
ィ
カ
の
夜
』
１
（
京
都
大

学
学
術
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
30
）		

『
牧
童
と
野
山
羊
』『
子
供
と
い
ら
草
』『
牝
山
羊
の
髯
』『
子
供
と
蛙
』『
二
人

の
旅
人
と
斧
』『
屋
根
に
の
ぼ
っ
た
驢
』『
木
像
を
運
ん
だ
驢
』。
取
材
源
は
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ァ
イ
ラ
ー
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
［
一
八
一
四

－

一
九
〇
〇
］
編
訳

『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
』（
一
八
六
七
）
の
第
58
話
、
第
61
話
、
第
281
話
、
第
52
話
、

第
118
話
、
第
117
話
、
第
112
話
か
（
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
自
身
は
、
寓
話
の
一
々
に
題

名
の
み
を
付
け
、
通
し
番
号
を
振
ら
な
か
っ
た
。
原
著
初
版
の
写
影
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
閲
覧
可
能
、https:// archive.org/ details/ threehundredaeso0

0 aesouoft/ page/ n5

。
ハ
ナ
マ
タ
カ
シ
「
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
版
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集

日
本
語
訳
」
参
照
、http:// esopofable.blogspot.com

/2015/06/ tow
nsend.

htm
l

）。
い
わ
ゆ
る
「
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
」
の
定
義
は
極
め
て
複
雑
な
問
題
で
あ
る

の
で
、
別
途
に
考
証
を
要
す
る
。
小
堀
桂
一
郎
『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話　

そ
の
伝
承

と
変
容
』（
中
公
新
書
、
一
九
七
八
年
）、
中
務
哲
郎
『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
の
世
界
』

（
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
六
年
）、
同
『
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
集
』（
岩
波
文
庫
、
一
九

九
九
年
）
参
照
。

（
31
）		

前
注
２
参
照
。
そ
も
そ
も
、
蘆
谷
蘆
村
の
担
当
し
た
「
寓
話
篇
」
32
話
の
う

ち
13
話
（『
獅
子
と
鼠
』『
狐
と
烏
』『
獅
子
と
狐
と
驢
』『
狼
と
小
羊
』『
鷲
と

鴉
』『
雲
雀
と
百
姓
』『
騾
と
盗
賊
』『
獅
子
と
狼
と
狐
』『
悪
犬
』『
乳
搾
り
の

娘
』『
驢
と
騾
』『
病
気
の
獅
子
』『
二
つ
の
袋
』）
は
明
ら
か
に
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト

版
イ
ソ
ッ
プ
４
番
、
95
番
、
160
番
、
１
番
、
250
番
、
202
番
、
299
番
、
236
番
、
59

番
、
122
番
、
50
番
、
39
番
、
256
番
の
再
話
、
ま
た
５
話
（『
獅
子
の
教
育
』『
小

石
と
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』『
鷲
と
土
鼠
』『
馬
と
騎
手
』『
象
』）
は
ク
ル
イ
ロ
フ
『
寓

話
集
』
三
12
、
七
３
、
三
21
、
四
17
、
五
19
の
翻
案
で
あ
ろ
う
。

（
32
）		

講
談
社
広
報
室
の
調
査
報
告
に
よ
る
（
飯
郷
友
康
の
電
話
質
問
に
対
す
る
文

書
回
答
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
九
日
付
メ
ー
ル
）。
調
査
担
当
の
田
中
民
男
氏

に
、
こ
の
場
を
借
り
て
深
く
感
謝
す
る
。

（
33
）		

Sefer ha-A
ggadah ［H

ebrew

］, 3 vols. （Tel-A
viv: D

vir, 1946

） 

を
使
用
し

た
。
英
訳
あ
り
、H

ayim
 N

ahm
an B

ialik and Yehoshua H
ana R

avnitzky, 
eds., trans. by W

illiam
 G

. B
raude, T

he B
ook of L

egends: Sefer H
a-

A
ggadah （N

ew York: Schocken B
ooks Inc., 1992

）.

（
34
）		

ユ
ダ
ヤ
口
頭
伝
承
お
よ
び
教
学
大
全
タ
ル
ム
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
他



－50－

所
で
概
観
し
た
。
飯
郷
友
康
「
善
男
と
幽
霊
―
中
世
ユ
ダ
ヤ
説
話
解
釈
の
一

例
―
」『
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
年
報
』
12
（
立
教
大
学
日
本
学
研
究
所
、

二
〇
一
四
年
七
月
）、
同
「
ユ
ダ
ヤ
教
の
《
旧
約
聖
書
》《
タ
ル
ム
ー
ド
》」『
大

法
輪
』
６
（
大
法
輪
閣
、
二
〇
一
五
年
六
月
）、
同
「
律
法
の
門
前  

第
１
回
：

タ
ル
ム
ー
ド
の
輪
郭
」『fad

関
東
神
学
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
通
信
』
63
（
関
東
神
学
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
、
二
〇
一
六
年
六
月
）。
な
お
、
市
川
裕
『
ユ
ダ
ヤ
人
と
ユ
ダ
ヤ
教
』

（
岩
波
新
書
、
二
〇
一
九
年
、
九
四

－

一
一
〇
頁
）
と
比
較
せ
よ
。

（
い
い
ご
う
と
も
や
す　

立
教
大
学
兼
任
講
師
）


